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　医学，生命科学分野の学生，大学院生，教員，

また研究所や企業などで研究にかかわっている人

たちにとって，無意識，意識下でも憧れの賞が 3

つある。ガードナー賞，ラスカー賞，そしてノーベル

賞である。確かにそれは果てしない憧れではある

が，実際に研究を始めている大学院生や研究者

である若者たちにとっては「夢」とはいっても，さ

さやかな可能性をもった，実現可能かもしれない世

界に足を踏み入れたように感じる時 も々あるだろう。

　医学・生命科学の分野では，ノーベル賞をトップ

としてラスカー賞，ガードナー賞があるが，ノーベル

賞は他の賞に比べてニュース性とインパクトが圧倒

的に違う，なぜか？

　多くの研究者も，ガードナー賞やラスカー賞を受

賞した人は，ノーベル賞に一歩近づいた，と考える

に違いない。

　ノーベル賞は 20 世紀初めにダイナマイトの発

明者として知られるアルフレッド・ノーベルの遺

言によって始まった。物理学，化学，医学・生理

学，文学，平和及び，1969年に加えられた経済

学の分野がある。賞金の額は当時から巨額であっ

たこともインパクトが大きかった。米グーグルの創

業者らが出資する科学賞「ブレークスルー賞」な

ど最近では賞金の額がさらに大きい賞もできて

いるが，さすがにノーベル賞，その伝統はゆるぎ

ない。選考は物理学，化学，経済学の 3 部門は

スウェーデンの王立科学アカデミー（The Royal 

Swedish Academy of Science）が，医学・生理

学はカロリンスカ研究所（Karolinska Institutet）

が，平和賞はノルウェーのノーベル委員会（The 

Norwegian Nobel Committee）が，文学賞はス

ウェーデン・アカデミー（The Swedish Academy）

が行う。

　ラスカー賞はアメリカのラスカー財団によって

1945 年に設立され，医学の研究において優れ

た功績があった人に与えられる。最初の授賞は

1946 年に始まった。ガードナー国際賞は，1957

年設立のカナダのガードナー財団によって医学に

対して顕著な発見や貢献を行った者に与えられる

賞で 1959 年から受賞，2009 年にはガードナー国

際保健賞を加えている。

　私は医学・生理学分野の選考に関係する人を

10年余のアメリカ生活の頃から何人か知っている

が，ガードナー賞，ラスカー賞はいつもノーベル賞を

取りそうな人を先んじて選びたい，という議論が出て

くるようだ。学会などで会う機会には，ノーベル賞

の話題になるが，決して内部のことは教えてくれな

い。長期的な視点で可能性のある人 を々リストアッ

プして，研究成果をアップデートしながら毎年の発表

になるのだな，と感心する。
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　毎年ノーベル賞の発表がある 10月の初めの数

日は，私たちも「日本からもしや」，と思ってしまう。

　この 3年間のコロナ・パンデミックで大きな活躍

をした一人が，mRNA でコロナ・ウイルスのワク

チンの作成をしたカリコ博士である。2021 年に

ラスカー賞，2022 年にガードナー賞を受賞した。

次はいよいよノーベル賞，との期待が大きかったが，

ノーベル賞の発表では全く違っていた。2021年

はアメリカのカリフォルニア大学サンフランシスコ校

のデビッド・ジュリアス氏とスクリップス研究所のアー

デム・パタプティアン氏，そして今年は「人類の

進化」に関する研究で大きな貢献をした，ドイツ

のスバンテ・ペーボ博士が選ばれた。10月という

1年の終わり近くに発表されるノーベル賞は，ご存

じの通り多くの人の予測を裏切った形になったが，

私はさすがノーベル賞，と思わされる。

　選考について，当然のことだが絶対に他言をし

ない関係者を思いながら，ノーベル賞は，中長期

的な，確かなビジョンを持っている，と思っている。

これぞ，という人をピックアップし，リストを作成し，彼・

彼女らの研究の進捗と社会的インパクトに注目し，

最新の業績をリストに加えながら，どういうタイミング

で，各年のテーマと受賞者にするか，いかにも北

欧の人のものの考え方だと思うことがある。

　ノルウェー，フィンランド，スウェーデンを訪問す

る機会が何回かあったが，秋でも寒いし，冬の寒

さはとても厳しい。2015 年 12月には，大村智先

生のノーベル賞授賞式に参加する機会をいただ

いたのだが，さすが 12月の寒さ，このような寒い

冬に住む国の人たちのものの見方，考え方がしっ

かりした選考にお国柄が出ている，と感じる。

　コロナのパンデミックを受けて 2022 年，ハンガ

リー生まれのカリコ医学博士が優れた業績をあげ

た研究者に贈られる「日本国際賞」を受賞した。

私は駐日ハンガリー大使館での歓迎レセプション

で博士にお会いした。彼女の研究者としての背

景とお人柄を知るにつけ，さすが，と思ったものだ。

ハンガリーの方によると，ノーベル賞受賞は人口に

比例してハンガリー人は多いのだ，と言われてい

たからかもしれない。

　カリコ博士が今年のノーベル賞，と考えた人は

少なくなかったと思ったのだが，そうでなかった。

ノーベル賞の発想は違う。北欧の人らしい，20

世紀の初めに始まり，すでに 120 年を超えても，

なお，みんなの一番の憧れであり続ける。なんと

なくスカンジナビアの背景を考えながら感じる個人

的で，直観的な私の感想である。
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